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('I)子どものとらえについて

どもたちは 6年生になり，歴史に興味を抱いて学習している。この時期の子どもたち

ておもしろいと感じている思いをよりふくらませていくためには，子どもたち

るだけにとどまらず9 自分と関わらせて歴史の事実をとらえ p 当時の人々の生き

が大切である。そのためにはp 具体的には人の生きてきた姿や社会の LKみ

きたのか9 これからどう生きていかなければならないのかを考えてい 1こと

史学習においては。歴史上の人物や事実に出会い，今を生きる自分の生き

な見方や考え方を深めていく子どもたちを大切に育てたいと願っている。

以下はヲ「聖武天皇がめざした国づくりをさぐろう～聖徳太子とくらべて

化の取り入れに焦点をあてた授業を展開した後の児童Aのふりかえりである。
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このふりかえりからはラ聖武天皇が行った国、づくりにおいて，聖徳太子の頃と外国文化を取り入れる

という目的が同じでも，その規模や大きさが大きくなっているという違いに気づいていることがわかる。

そして，遣唐使派遣の業績を感じながら9 苦労して日本へ渡航した鑑真を当時の人々が敬ってくらした

のではないかという思いをめぐらしている児童Aの姿が感じられる。そのような姿勢こそが。現在のく

らしの中でも人を大切に敬いながらくらしをつくる姿勢を養うことにつながると考えると，

うに当時の人々の思いや願いに共感しながら学習する姿勢を育てていくことは大切なことである。した

がって，当時の人々の思いや願いを考察し9 現在のくらしとの関わりを考えながら学習することを大切

にしながら授業を構想していきたいと考える。

(2）本単元の目標や内容と社会！？ユ！で考える思考力・判断力⑮表現力

①本単元の自

本単元は，室岡了時代のながれをおおまかにつかみつつヲ

いくなかで，たくましく生きた当時の人々

ことをとらえるとともに？それがヲ今のわたしたちに

e 考え方を深めていくことをねらいとする。

本単元が扱う室町時代はヲ大きくわけると 9 南北朝の動乱期，足利氏による統治およ

戦国大名の群雄割拠の時期という 3つにわけられる。この[liyfに足利氏

をおさめつつヲ幕府をたてて政治な行い，その権力をふるった。しかし，

｜ 聖徳太子と同じところは，やっぱり外国の文化を取り入れるところでした。でも，聖徳太子とく｜

I Iるべると，広がりや規模がちがうなと思いました。どちらも仏教の力を大切にしていたので9 そこ｜

I （ま同じだなと思いました。でも 9 遣唐使を16回おくっただけで？あれだけの文化を取り入れること｜

｜カfできるから，すごいなと思います。だから，鑑真も大切にされたのだと思います。 （児童A)
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に地方を中心に守護大名が成長していき，

の中でラ人々は惣村を形成し，ときに

アいぐ c そのなかでJ 農τロ討などの

ちD それが，今のわたしたちの〈らしにつな

時の時代像を以上のように考えると p

村や町を形成Lノていく人ノ々のたくましく生きる

もって当時誕生した文化を調ベーていくことによヮて

の成長期，
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升の意見を決め，それを相手にわかるように伝える力。

部 二社会が内包する問題を発見し社会事象の特色や相互の関連をつかんだりヲ意味や意

義を解釈することにより？他者の調べたことに対して意見を述べたり，考えを伝えるこ

とができた弘社会をよりよくっくりかえていく情報を発信したり 9 行動したりする刀o

(2）思考力。判断力＠表現力を育て高めるための：農業づくり

昨年度までの研究かふ先述した a • b " C ゅ dの4つのかかわり合いを重視した学習活動比

れも思考力⑨判断力＠表現t.1を育成するために大切なものであることが検証されたo それを交付てラ

年度はヲ学級全員、心学び合いを豊かなものにすることによって，社会認識の育成に迫ることをめざし，

b • C • dのうち q C • dの学習活動をより重視した授業づくりを行っていきたいと考えた。

ただ 主：級全員の学び合いを豊かなものにすることを、願うときヲその時間だけについて考察を深やる

だげでは達成することができない。教材の選択およびその出会わせ方，学習のめあての設定，追求す？

上での学習方法など5 学級全員の学び合いに至るまでの構想とヲ学び合いそのものの構想をよりよいも

のにすることでヲ思考力＠判断力＠表現力を育て高めるための授業づくりをめざすこととした。

①学級全員で行う学び合いに亜るまでの構想

！宝級全員の学び合いlこ至るまでをよりよいものにするためには，その学習過程について，子どもの追

求晴れを単元レベノレで明確にすることである O 具体的には，以下の 2点を大切にしたいと考えている。

( i）多様な学習課題を誘発するような教材の選択と興昧関心が沸き立つような教材との出会いがあり 9

問題を発見＠把握し，時間をかけて追求していくことができるような学習のめあてを設定するo

（社）学習のめあての解決をめざしてヲ自ら選択した学習方法で調べ3 その結果、獲得した自分の考えをま

わりの人にわかりやすく伝えられるようにする。

②学級全員で行う学び合いの構想

学級全員の学び合いを豊かなものにするためには・研究総論でも述べられているようにヲ教師が行う

はたらきかけが大切である。社会科部では，社会認識を深めていくために9 次に示すようなはたらさか

りを大切にしてラ授業づくりを行いたいと考えた。

( i）掘り下げる
白蛍2年生歴史的分野「近代の日本と世界」の学習でヲ「日本はどのようにして独立をたもったのだ

ろう」という学習課題に取り組んだ際ラ子どもが「龍長同盟を結ばせた坂本竜馬はすごいoJと発言し

fここの子どもの「すごい」ということばに込められた思いを「薩長同盟を結ばせたーが？？？とf
の－？Jと問い直し9 掘り下げていくことによってp 学級全員が「薩長同盟」の歴史的意義に気つくこと

につながると考えられる。このように，考えに込められた思いを引き出していくことは9 社会認識を深

めていくために必要不可欠なものであると考える。

（立）提案する
小学 5年「わたしたちと食料生産」の学習で，日本のこれからの食料生産について食料自給率に偏っ

て考える子が多かった場合に，日本の耕地面積の変化の資料を提示し，水田の働きと関連づけながら

l克ム面からも考えることができるようにしたり，農業就業人口の変化の資料を提示すること！？？三

就業人口lこ関わる課題に気づくことができるよつにしたりすることが考えられる。固執した考えセ借り

動かすような角度からの指摘をすることはe 学級全員で行う学びを夜、めていくために重要で、ある。
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第 3時に
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又イヒが今のくらしにどういきづいているかについてヲ平安文化と室町文化を比較しなが

子どもたちは，各時代にさかんであった文化について比較的容易に調べていくと思わ
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で学び合う時間を豊かなものにするために

子どもたち一人ひとりがもった考えを出し合い9 より確かな社会認識の育成にーつなげていくためには9

めあてに関する考えを出し合い，質疑応答をして，関連づげて考えたりヲ友だちの考えのよさを取り

れたりして宅自分の考えを深めていくことが必要である。その話し合い活動を充実したものにするため

にはう教師が行う適切なはたらきかけが重要であるが9 5年生という発達段階からe 本単元では「掘り

さげる」というはたらきかけを大切にしていきたい。
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つながりの大きさについて個人差があるということである。室町文化の方がつながりが強いと考えてい

る13名のなかでミもー「45%対55%Jと考えている子もいれば，「10%対90%」のように考えている子もい

た。この個人差は当然のことであり 9 この差をつくっているこだわりこそが，考えを作り出している理

由の主張につながっていくはずである。そこで句その去を生み出している理由に法目して，各自の考え

をとらえながらヲ今とのつながりをみんなで考察していく時間をむかえることにした。

(2）学級全員の学び合いの様子 5 

不一ムプレートを貼りなおしてもよいという指示を出したところ，ほとんどの子どもがネームプレー

ト？？し始めιその目占りなおし万には，それぞれの考えがよく表れており，プ Lートの位置は大き

淀川ないが，理由について考えた結果9 「どちらの方が」という割台に変化があったヲ；を表現す

るためにネームフ0 レートを少しずらして貼りなおしていたo 黒板ではう大きく言うと考えを 3つにわけ

として微妙な思いを各自が黒板に表現していたと考えられる。

各自のネームプレートを表す

室町の割合が高く三五工「

／／「＼

開園／平安部T
E盛岡 1 / ) 

醐 〉／
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例えばヲ話し合い活動を行う前と比べてみると，室町文化の割合を大きくしていた子が減札全体的

に句平安文化の割合を少しずつ大きくしている様子がみられる。まfこ，今とのつながりは，平安文化と

室町文化のどちらにもあるという考えが増えていることがわかる。

にいき，どうして変わったのかを尋ねながらヲ児童Bの理由が明確になるようにしていった。児童Bは，

前時終了直後では平安文化の方がつながりが大きいと考えていたが，どちらも同じという意見に変わっ

ていた。意見を変えた理由は5 平安時代にかな文字が生まれたことは大きいが，室町文化が今のくらし

に伝えている落ち着きのある雰囲気についてあらためて考え直していたからだった。児童Bがそう考え

直したことを認めながら，他の子どもへのはたらきかけも行っていった。

そして，「平安文化と室町文化 どちらが今とのつながりが大きいか話し
このような考えの変化について，各自の学習の足跡をふりかえってみるとヲ考えの変化がわかるが。

紙面の都合土、すべては掲載できないので，抽出して掲載することとするの ' ここでは9
のめあてに沿っておう」

室町

〔理由〕

平安時代の今にも続いている主な文化は．かな文字だけだけどヲ

文化には書院造，茶の湯など，たくさんあるo でも，今日の授業でかな

はやっぱりすごいものだなと思う。だから，どちらとは言えない。

〔理由〕

平安はうかな文字や花見などq 会日空楽しめる文化が出ている。で

も9 室町文化は今に伝わる文化の数が会一；ラその和風の文化が子どもに

主主ちゃぺノと伝わっているところがいいと思います。 一一一u

〔理由〕

ど句だれでもしているの

ました。でもF 室町文イ！ても今につながる大

のつな

日の手｛とをみてみると 訓文化の方が今とのつながりが強いと考えていたことにシ変化が

い二，ごとがわかる。単に p 室町究イヒと今とのつながりを寺東Lただけではり このようだ者去の

は生まれてこないだろう。やはり 平安文化と室町文M 比較しながらヲ今と白っtJ1]) ら-; L 戸

ーマヲ考えの深まりをもたらしたのではないかと考える。児童Aが結論づけているようー

とも吉えないという見方＠考え方はりどち川文化とも大切なものであるというれでもありJ

したときよりも各時代の文化のよさをより深く感じていることがわかる。 ' 

Eとた，平安文化 ιj幸町ntイiぐと今とのつながりについて，文ノfl:'，の数や内容だけから

じぐらいだと思いまヲ。

3Aの
オコ日本の文化が忍u だから日本的文化か桁ま「て1

どちら

；を考えるのでは

5時では匂まず「平安文化と室町文化 どちらが今とのつながりが大きいか話し合おう」というめ

あてについての自分の考えを黒板に表していった。ネームプレートを黒板に貼ることによってラ本人，

各自の考えを明確に知った上で話し合いをするためである。その結果は，；大

各自のネームプレート
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次に，自分の考えのもとになっている理由について明確にしてから話し合いをしていくために？各自

で理由について再考する時間をとった。このとき，指導者は9 まず前時から考えを変えた児童Bのもと

園
醐
捌
翻

jfF 轍闘

麟

では，臼分の考えをこれだと判断した理由を聞いてみたいと思います。まず，人数が少ない平安文化の方がつながり
が強いと言っている人からどうぞ。

児童C 平安はカタカナとひらがなが生まれたけどD 室町には御伽草子があって，
児童D それに，かな文字の方がやっぱり身近に使っているから。
児童E 室町は生け花や茶の湯？平安は花見があるけど，花見はどの時代の人もやっているよO だから，平安だと思うけど3

建物でみるとヲ室町は金額や銀閣があって9 平安はお寺などがあるから？どっちもどっちとも考えられるO

T2 考えが揺れているところもあるみたいだね。どちらも同じと考えている人はどう？
児童F ぼくは，平安にはすごろくや貝あわせがありヲ室町には坐付花や茶の湯があって，どちらも今の時代に生かされてい

ると臣、う。
児童G ぼくは？やっぱりちょっとだけ平安が大きいと思う。でも，室町もたくさん今につながる文化がある。でも，やっぱ

り平安で印象に残るのは身近に使っているかな文字かな。
T3 ほかに，同じだという人は？いないなら，室町の方が大きいという／＼けどうぞ。
児童日 平安は，印象に残るのがかな文字と花見ぐらいだけど，室町には生け花や茶の湯9 能9 狂言などたくさんの文化が今

に残っている。
児童 i 室町には御伽草子があって刊これはとっても有名で，ほとんどの人が知っているよ。
児童霊J それに唱平安の十二単や大和絵はあまりi云わっていなしけナど＼室町の丈化はほとんどの文化が今に伝わっている。
児童Iく ぼには，建物lこ注目したんだけど9 平安ははなやかで＇ 1計ITの示、閣も派手だ（：）・どフ銀閣とよどはとても落ち着くから守

今、に近いと思う。

それはひらがななどを使って蓄かれているから。

その場面の授業記録である。話し合いを始めた。以下は，

T .I 

児童L それに，枯山水の庭もあって。やっぱり室町（;_I;和風で，とても落ち着く。
T 4 羽風だとつながりが・
児三室M （全員〉めるハ

見立トi fニ/1,立逗倍i主力λ：j）っλけど司 この時f（では廃止されて，.hるので，
始まったという点では向室町の万が大き~、。

児童0 室町の能や狂言は司インタ一点ットで調ぺたら号、のオ Jマラやミュージ刀ルに近し、。それ＋子のものでなくても，今に残っ
ているものに手；警を与占えているというのも:E.［！由になるο

児童？ ちょっと反対意見で3 一寸法師ゃうりしま太郎（:j:ほとんどみんなが知ってし、ると言っていたけと，かな文字だってみ
んなが知ってし、て，普段から使っているよO

なるほど・・。人lこ注目しているね。使っている人という固から考えると
うね0 {Jljえばη ？Fの湯けどんな人がやっていた？

児童Q ;l::; ば 0 ち子／レ。お母さんや－~－寺。
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地理的分野の学習
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について知らないことがたくさんありま

ることカまできてうれしかったです。 （1~ti走A)

⑪し：ろいろな国を部分的に見て，わからない国とかあっ允けど，どんなふうに

考えつかない意見が出たので見方が広がったと思います。（生徒l3)

らどうしてエジフ。卜はq 国境が直線なんだろうと思っていたので？

したもDは，中学校に入‘学問もない子どもたちが5

に対して非常に興味関心をもち 生き生きと意欲的

問題解決的な学習を進めていく社会科空習に

探究していくことにより，

り
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人々がその文化にどのように親しんでいるかを問いかけていったことが考えに深まりをもたらし

たので、同いかと考えられるo その結果，店Bや児童Cの記述に，「みんなが」「子どもにーJ

れでもしている」とあるように，人々の親Lみという面からの考察が加わったのではないかとヰえる。
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ち着きのある文化作

のめあてと

平安文化や室町］文化につい

めていきたいと

れるため，

また9 教師は7

るので，「、つな

めることができた。

②学び合いの時間における「掘り下げるJというはたらきかけ

社会認識の育成をめざす時ラ学び合いの時聞において「掘り下げる」というはたらきかけを適切に行

うlことの大切さが今回の実践でも明らかになったo 授業ではヲ文化の数だけで考えてしまったり，かな

文字のように一つ大きな文化が出てくると？それだ円考えを固定してしまうよう時もみられたこと

しむ人々の思いについて言及していく「i屈り Fけつを行うことでう fJijの角度からの存鋲

どもの考え

ヰ 成果と課題

('I）成果

①調べて獲得した自分心持えをわかりやすく伝えるために

今回の！実践では9 平安文化と室町文化を比べてヲ今とのつながりを考察十た。子どもたち

りが強いかについて考えをもった時，その理由をまわりのみんなにつま：表現してい

育成をめざす話し合い活動を活発なものにすると考え，円グラフにそー

せたη 「口口文化の方がつながりが強い」だけで集約すると q 一人ひとりが考える理由の強さ

ることーは難しいがヲ円グラブを用いることによヮてヮ考えの強さが害恰になって目に見える '• 

どもたちは自分の考えがどこに位置づけできるかを明確に把握しながら字ぶことができ

し合いを虐めながら発言者を指名する時 各自の考えの強さを把握しながら指名吋

りがかなり4虫い」や「ちょっとだけ5主l＞」といった目、いのj主いをブミ切にJl互いながら

L, 

を促しヲ

(2）課題

①有意義な話し合い活動をつくりだすために

G 判断力＠表現力を一体のものとして育成していくために付 学級全員の話し合い活動がす効

であることは3 今回の実践からも明らかであるo しかし，酬というI）＆られ域業時間ではヲ論点を絞っ

武二詰し合い活動をつくっていく必要があるo 今回比文化の数や内容を認めながら，文化と人々り親し

みという角度からの掘りさげを行ったがヲ時間がもう少しあれば，より深めることができたと思われる。

やはりヲ大きな広Lhめあてで学習するときほど，タイミングよく話し合い活動の論点を絞るなどしてヲ

豊かな学ひ、合いを実現してし1く必要がある。

またヲ文化と人々の殺しみという角度からの掘りドげ以タiに9

のかを考える必要がある。そのためには，実際に文化のよ古を

るが， v，ずれにしても事践を通して確認していかなけれ

②問題意識を強くもっ
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